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問みどり土木政策課みどりの係（☎5722－9355、F3792－2112）

みどりがある風景を教えてください

目黒川の桜
（理由　みどりから季節を感じられるから）

参考事例
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募集テーマ　�みどりを感じられる区内の風景
申専用Ｈ（コード❷）、郵送・FAX・Eメー
ル（左に掲載の応募用紙、あれば風景写
真を添付）で、12月31日（必着）までに、
総合庁舎本館6階みどり土木政策課みど
りの係（〒153－8573目黒区役所〈住所
不要〉、F3792－2112、
Msizen@city.meguro.to
kyo.jp）へ ❷

応募用紙
あなたの年齢を〇で囲んでください

10歳未満・10代・20代・30代・40代・50代・60代・70代・80歳以上

問1　あなたのお気に入りのみどりがある風景の場所や所在地を教えてください

場所・所在地

回答記入欄
例）目黒川の桜

問2　「問1」で答えた場所がお気に入りと感じる理由はなんですか。
　　　下記の理由で当てはまるもの全てにチェック（✓）を入れてください

お気に入りと感じる理由 チェック欄
高木や壁面緑化などで立体感があり、多くのみどりが視界に入るから □
みどりの配置の工夫で開放感を出したり、色とりどりの花や葉があり明るく華やかな
空間だから □

シンボルとなる樹木や、アクセントになる花や木がありメリハリのある空間だから □
みどりから季節を感じられるから □
みどりに連続性があり、街並みに一体感が感じられるから □
みどりが適切に管理されているから □
その他　例）生き物がたくさんいるから

□

※�写真撮影の際は通行人や居住者のプライバシーを
考慮した撮影にご協力をお願いします
※�応募いただいた写真は、区の発行物などに使用さ
せていただく場合があります

　いきもののすみかとなり、私たちに憩いや木陰を提供してくれるまち
なかのみどり。
　区は、区内のみどりを守り育てていくために、みどりの基本計画を策
定しています。7年度の計画改定に向けた調査として、区民の皆さんか
ら、お気に入りのみどりがある身近な風景を募集します。

応募用紙は
ダウンロード
できます

身近な お気に入りの

問目黒区エコプラザ（☎5721－2300、F5721－2316）
　めぐろエコサポーターに登録する
と、環境推進員養成講座の企画・運
営、会報誌の編集、目黒区エコプラ
ザのボランティア活動などに参加で
きるほか、仲間と環境活動グループ
を立ち上げる際のアドバイスなどの
支援を受けることができます。

＊めぐろエコサポーター制度とは
環境推進員養成講座　（第14期生募集）

「それ必要？ 衣食住について考えよう！」

日時（全6回） 内容
①9月9日（土）9：30～12：30 オリエンテーション（講座案内ほか）
②9月30日（土）10：00～13：00 映画「マイクロプラスチックストーリー」からごみ問題を考える
③10月21日（土）10：00～13：00 講義と調理実習「家庭で取り組む食品ロス対策」
④11月4日（土）10：00～13：00 講義とグループワーク「衣類から3Rを考える」
⑤11月25日（土）10：00～13：00 グループ討議「仲間と始める環境活動」
⑥12月9日（土）10：00～13：00 グループ発表と意見交換、修了証の授与、講座修了後の案内ほか

※⑤を含む4回以上の受講で修了となり、めぐろエコサポーター制度（＊）に登録できます

場目黒区エコプラザほか
師東京工業大学環境・社会理工学院教授　神田学氏ほか
対区内在住・在勤・在学者　定20人（抽選）

　環境推進員養成講座は、地域で環境活動を積極的に行うことができる、環境推進員を目指
すかたのための講座です。講座修了後、めぐろエコサポーター制度（＊）に登録し、1年間の
環境保全活動の実践により、環境推進員として登録されます。
　食やごみなど身近な環境問題について、学びながら考えを深めていきます。仲間とともに
環境活動を始めるきっかけを見つけませんか。

申エコライフめぐろ推進協会Ｈ（コード❶）、ハガキ・FAX（環境推進員養成講座と明
記の上、住所、氏名〈ふりがな〉、年代、電話・FAX、あればEメールアドレス、在勤・
在学者は所在地・名称を記入）で、8月23日（必着）までに、目黒区エ
コプラザ（〒153－0063目黒1－25－26　田道ふれあい館内、
F5721－2316）へ ❶

グループ討議の様子

調理実習の様子
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